
令和2年度兵庫県高等学校新人ハンドボール選手権大会 

兼全国高等学校ハンドボール選抜大会近畿地区大会 

近畿高等学校新人ハンドボール選手権大会兵庫県予選 

《実施要項》 

1 主  催  兵庫県高等学校体育連盟ハンドボール部 兵庫県教育委員会  加古川市ハンドボール協会 神戸市ハンドボール協会 

2 後  援  神戸新聞社 

3 期  日  令和2年11月21日（土）22日（日）  加古川市立総合体育館 

会  場         28日（土）29日（日）  神戸市立中央体育館 

4 競技規定  2020年度日本ハンドボール協会競技規則による。 

        ただし、試合時間は25分ハーフとする。時間内に勝敗が決まらない場合には、第1延長まで行う。       

 勝敗が決定しない場合は7ｍスローコンテストとする。延長戦は5分ハーフとする。決勝リーグでの延長は行わない。 

           ◎決勝リーグにおける順位の決定方法 

           順位の決定は、ポイント方式による。勝＝2、引き分け＝1、負＝0とする。順位の決定は以下の順で決定する。 

        （1）ポイント数の多いチームが上位。 

        （2）ポイント数が同点のチームが 2 またはそれ以上の場合には、獲得可能なポイントが 25％に達しないチームを除いて下記

の方法で決定する。 

        （ア）得失点差の大きいチームが上位。   （イ）得失点差が同数の時は、得点数の多いチームが上位。 

        （ウ）（ア）、（イ）でも決まらない場合は、チーム間の対戦結果順に順位を決定する。 

        （3）上記（2）の方法で決定できない場合は、下記の方法で決定する。 

        （ア）全競技の得失点差で多いチームが上位。 （イ）（ア）が同数の時は、全競技の総得点が多いチームが上位。 

5 競技方法  男女共1回戦から準々決勝までトーナメント方式とする。上位4チームで決勝リーグをおこない、１位から4位を決定する。 

6 参加資格  （1）選手は学校教育法第1条に規定する高等学校に在籍する生徒であること。 

       （2）兵庫県高等学校体育連盟に加盟している高等学校の生徒で、当該競技要項により本大会の出場資格を得た者に限る。 

       （3）兵庫県ハンドボール協会を経て、日本ハンドボール協会に加盟登録されたチーム。 

       （4）出場者は令和3年3月卒業予定者を除く第1学年・第2学年であること。 

       （5）同一学年での出場は1回限りとする。 

       （6）チームを編成する場合は、全日制課程・定時制課程・通信制課程の生徒による混成チームは認められない。 

       （7）統廃合の対象となる学校については、当該校を含む合同チームによる大会参加を認める。 

       （8）出場する選手は、あらかじめ健康診断を受け、在学する学校の校長の承認を必要とする。 

       （9）転校後6ヶ月未満の生徒の参加は認めない。ただし、兵庫県高等学校体育連盟ハンドボール部部長、兵庫県高等学校体育 

連盟会長の許可があればその限りでない。 

 《大会参加資格の別途に定める規定》 

1. 学校教育法第82条の2、83条の学校に在籍し兵庫県高等学校体育連盟の大会参加を認められた生徒であること。 

    2. 以下の条件を具備すること。 

       （1）大会参加を認める条件 

        （ア）全国高等学校体育連盟の目的及び永年にわたる活動を理解し、それを尊重すること。 

        （イ）参加を希望する専修学校及び各種学校にあっては、学齢、修業年限ともに高等学校と一致していること。また、連携校 

による混成は認められない。 

        （ウ）各学校にあっては都道府県高等学校体育連盟の予選会から出場が認められ、全国大会への出場条件が満たされている 

こと。 

        （エ）各学校にあっては、部活動が教育活動の一環として日常継続的に責任ある顧問教員の指導のもとに適切に行われてお

り、活動時間が他の高等学校に比べて著しく均衡を失していず、運営が適切であること。 

（2）大会参加に際し守るべき条件 

        （ア）大会要項を遵守し、競技規定、大会申し合わせ事項等に従うとともに大会の円滑な運営に協力すること。 

          （イ）大会参加に際しては、責任ある教員が引率するとともに、万一の事故の発生に備えて傷害保険に 加入しておくなど

万全の事故対策を講じておくこと。 

        （ウ）大会開催に要する経費については応分の負担をすること。 

7 出場校数 男子 28チーム 女子 24チームとする。        

 地  区  男  子  女  子 

阪 神 地 区    ９チーム  １０チーム 

神 戸 地 区 １０チーム １０チーム 

東 播 地 区 ８チーム ４チーム 

丹 有 地 区       １チーム ０チーム 

 
 



8 申込方法   （1）各参加校の申し込み責任者は兵庫県高体連ハンドボール専門部ＨＰ（http://www.hand-hyogo.sakura.ne.jp）から参加 

申し込みをダウンロードして2部作成し、１部は各支部委員長宛に郵便で申し込み、1部は出場校控えとする。また、 

電子データをホームページ上のアドレスに送信すること。その際件名に「新人申込 〇〇高校（男子または女子）」と 

入力すること（hand_hyogo_2009@yahoo.co.jp） 

   ※送り先 阪神地区 県立川西緑台高等学校   波多野祐介宛 〒666-0115  川西市向陽台1丁目-8 

神戸地区 神戸村野工業高等学校   山名政夫宛 〒653-0003  神戸市長田区五番町8-5 

             東播地区 県立東播磨高等学校    駒谷研志宛 〒675-1127  加古郡稲美町中一色594-2 

             丹有地区 三田学園高等学校      安部友和宛 〒669-1535 三田市南が丘2-13-65 

（2）締切期日 令和2年10月7日（水）必着のこと 

（3）参加料  1チーム 12,000円（10月14日（水）までに銀行振り込み） 

            ※プログラムついては、エントリー人数分を義務購入とし、1部300円とする。 

       ※個人情報の取り扱いに関して大会参加に際して提供される個人情報は本大会活動に利用されるものとし、これ以外の目的に

利用することはありません。 

9  参加制限  （1）1チームの人員は選手20名（16名出場可）以内、役員4名(引率責任者を含む）とする。 

           ※ベンチ入りに際して役員4名及び選手は、大会申込書及びプログラムに記載された者であること。    

        （2）外国人留学生の参加については、大会登録選手20名の内2名までとし、競技出場も7名中2名までとする。 

10 TD会議   令和2年10月16日（金）神戸国際大学附属高等学校 10:00～ 

11 代表者    令和2年10月16日（金）神戸国際大学附属高等学校講堂14:00開始（受付13:30～） 

  会議抽選   〒655-0004 神戸市垂水区学が丘5-1-1 

        ※各校の代表者は必ず参加すること。（抽選会への出席がない場合は、原則的に棄権と判断いたします。） 

受付時に予備抽選を実施して、抽選順位を決定します。実施要項を必ずご持参下さい。 

12 開閉会式    （1）開会式は実施しない。 

         （2）閉会式は11月29日（日）試合終了後試合会場にて行う。入賞チームは必ず参加すること。 

13 表  彰      男女4位まで入賞したチームに表彰状を与える。 

14 試合球       日本ハンドボール協会検定球 

15 その他    （1）参加申し込み後の選手変更は、規定どおりとする。（ＨＰ参照） 

（2）競技中の負傷は応急処置のみ、それ以外の責任は負わない。 

      （3）体育館内での松ヤニ・粘着スプレー等の使用は禁止。両面テープのみ可。 

      （4）体育館での試合は必ず専用シューズを用意すること。（アウトシューズを雑巾で拭くことは許可しない） 

    （5）その他、大会規定に準じ、諸注意を遵守すること。 

      （6）今大会の男女1位、2位のチームには第44回近畿高等学校ハンドボール新人大会兼第44回全国高等学校選抜大会近畿 

地区予選への出場する権利と義務を有する。 

      （7）ユニフォームについては、濃淡はっきりとしたものを2着用意すること。 

      （8）役員及び選手は、日本協会登録証を提出すること。 

※今大会は下記に示すような感染予防対策を講じて大会運営を行う。 

（9）全試合、無観客試合を原則とする。 

（10）声を出してのウォーミングアップを禁ずる。 

（11）健康管理は、顧問が本大会に参加する生徒の健康状態を2週間以前から十分に観察する。 

また、当日は必ず検温を実施し、発熱の症状のみならず、咳や咽頭痛の症状が見られる場合は参加を控えさせる。 

（12）試合前後のシェイクハンドのセレモニー、チームの円陣を禁ずる。 

（13）ウォーミングアップ時や試合に出場している選手を除き、会場内にいるすべての役員・選手は必ずマスクを着用する。 

（14）体育館の換気を十分に行う。また、体育館入り口に消毒液を設置する。 

（15）更衣室は更衣時のみ使用とし、指定された場所でのみ待機するものとする。 

（16）タオル、スポーツドリンクの共用はしない。 

（17）食事をするときは対面にならないように注意する。 

（18）大会開催後2週間以内に新型コロナウイルスに感染した場合はすみやかに、各地区理事に報告する。 

（19）新型コロナウイルス感染症の拡大状況によって、大会の実施形態が変更される場合は各 

地区理事から各学校に連絡し、その内容を高体連ホームページに掲載することとする。 

http://www.hand-hyogo.sakura.ne.jp/

